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E8系は「オンリー山形」新幹線。

ニコニコ情報

　E8系というのは今週土
曜日にデビューする山形新
幹線「つばさ」の新型車両
です。新聞やテレビでご覧
の方も多いと思いますが、
先週試乗会が開催されました。JR東日本の佐々木高敏さんの
ご配慮で当クラブから３名お招きいただき、佐藤利右衞門さん、
川村憲章さんと私が参加させていただきました。車両の性能や
すばらしさについては何より乗っていただくのが一番と思います
が、E8系には特別な意味があります。それは山形新幹線専用（オ
ンリー山形）の車両だということです。
　ご存じの通り山形新幹線は1992年開業しました。「新幹線」
と呼んではいますが、福島駅から山形駅までの線路の幅を東北
新幹線の幅に拡げ、福島駅の新幹線ホームからそのまま奥羽本
線に乗り入れて時間を短縮するという、「知恵と工夫」の産物
です。ですから、特別な機能や構造を持ったまったく新しい車
両が必要でした。そこで導入されたのが400系です。今回登場
のE8系は４代目にあたりますが、これは専用車両としては400
系以来32年ぶりの登場となります。というのは、今のつばさは
1999年と2008年に導入された車両ですが、秋田新幹線用と同
じ系列ですので正確に言えば「オンリー山形」車両ではないか
らです。
　今やほぼ日本中
に新幹線網が完
成しましたが、実
はこのような地域
限定の車両とい
うのは400系と
E8系しかありませ
ん。山形にいると
あまり感じないの
ですが、東京では、

「これに乗れば山形に行ける。」のイメージを伝える「走る広告塔」
でありアイコンになっているという意味で、その価値はとても大
きいと感じます。

　確かに30年前は利用者が少なく急カーブや急勾配の多い在
来線に最小限の設備投資で直通列車を走らせるという、いわ
ば「苦肉の策」として400系が登場しましたが、30年経って価
値観は変わりました。特にコロナ禍以降は、モノにしてもサービ
スにしても、大量生産や大量輸送によって量を追うのではなく、
希少なものやそこにしかないものに価値を求める時代に入ったと
思います。本数やキャパシティは限られるけれど「オンリー山形」
の新幹線に乗って「オンリー山形」を体験できるという、山形
ブランド発信の新たな武器になることを願っています。

　ところで、山形新幹線ができる前に山形と東京を結んでいた
特急は「やまばと」でした。電車になっても５時間近くかかって
いましたが、食堂車がついていましたし、
「不適切にもほどがある」のですがたば
こは吸い放題でした。当時「つばさ」は
秋田行き特急の名称だったのですが、な
ぜ「やまばと」が採用されなかったかに
ついては別の機会に譲りたいと思います。

■ 点鐘／12：30　  ■ 例会場／山形グランドホテル：白鳥の間　  ■ 出席報告／51名（会員数 89名）
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阿部さん 安谷さん

▼

講師紹介：プログラム委員会 渡会さん

ありがとうございました。

酒井 忠久さんをゲスト卓話講師としてお迎えしました。
　酒井さんは、旧庄内藩主酒井家18代当主であり、公益財団法人日本美術刀剣保存協会会長や致道博物館名誉館
長等、鶴岡市の内外で多くの要職を担われています。今年の宮中歌会始の儀では、歌が書かれた和紙を広げるいわば
司会進行役である「読師」（どくじ）という大役を務められました。広く社会・文化の興隆に寄与され郷土の誇りとして
深く尊敬される方として、３月25日に鶴岡市名誉市民の称号が贈られる予定となっています。歴代の庄内藩の藩主が
善政をしいてこられたこともあり、今でも市民から「殿様」として敬愛されています。

● 榎森　　啓 さん
２月18日、蔵王パラダイスゲレンデにて、
時速100.8㎞を出せました。全国60才以上
ランキング第３位。トップに1.6㎞負けまし
たが、目標達成！　同伴の渡会さん、浅井
さんに感謝します。ウインタークラブ３月
末まで活動中、雪はたくさんあります！

　この度、阿部雅宏さん（東北電力（株））
と安谷誠さん（日本生命保険（相））が
異動に伴い退会されました。お世話に
なりました。



ゲスト卓話

編集後記

旧庄内藩主酒井家18代当主　酒井　忠久 さん

大河ドラマ「どうする家康」を見ていて、かつ、元々歴史が好きなので、大森南朋さんが演じた酒井忠次のご子孫のお話が聞けてと
ても良かったです。酒井忠次のえびすくいの踊りが色々な方にインパクトが残っていたり、今でもお殿様と市民から慕われている存
在であるということをお聞きして驚きました。� （担当／小林一俊）

『酒井家庄内入部400年』

　平素格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。私はこの度公益
財団法人致道博物館代表理事館長を退任し顧問名誉館長に就任いた
しました。また酒井天美常務理事も退任し、顧問に就任いたしまし
た。なお後任には酒井忠順が就任着任いたしましたので私同様のご
厚誼お引き立てを賜りますようお願い申し上げます。在任中は一方
ならぬご懇情を賜り有り難く厚く御礼申し上げます。加えて、酒井
天美が庄内文化賞・出版記念賞を受賞したこともご披露させていた
だきます。また、先日は、京都に行っておりまして、宮内庁の方々
と宮中歌会始の反省会をして参りました。歌会始には、父の酒井忠
明も召人・預選歌として参加しており、私も令和６年の歌会始に参
加しております。
　鶴岡・庄内は、1622年より酒井家が藩主を勤めた地域であり、
厳しくも豊かな自然の中で出羽三山信仰をはじめとする独自の精神
世界を築いた地です。この土地の人々は多くの知恵、技術と協力に
より幾多もの苦難を乗り越え、その功績と遺産の上に現代の暮らし
が成り立っています。酒井家庄内入部400年事業では、この記念す
べき節目の時に、庄内で暮らす人々はもとより、世界中の人々とと
もに「庄内の歴史を知る」ための新しい方法や場を創出し、その上
で多様な人々との対話と交流を通して、一人ひとりが「庄内の精
神・価値を学び考える」ことを推進し、「持続可能な未来を創造す
る」ことにより庄内から世界に向けて新しい豊かさ・価値を発信す

ることを目的とします。
「400年 から学ぶ庄内
SHONAIみんなでつな
ごう将来SHORAI」を
キャッチフレーズとし、基本方針のポイントである「庄内の歴史を
知る」、「庄内の精神・価値を学び考える」、「持続可能な未来を創造
する」ことにより、庄内から世界に向けて新しい豊かさ・価値を発
信することをイメージしています。「SHONAI」と「SHORAI」を
掛け合わせることによって、動画配信を含め音声でのリズミカルな
発信とともに、「SHONAI」という言葉を世界に向けた情報発信戦
略のキーワードにします。酒井家庄内入部400年記念式典も開催し
ましたが、式典には、徳川宗家をはじめ、「徳川四天王」と呼ばれ
る酒井忠次、本多大将、榊原康政、井伊直政の子孫の皆様をお招き
し、県内外から1,000名参加しました。大河ドラマ「どうする家康」
の影響もあり、大森南朋さんが酒井忠次を演じていて、えびすくい
の踊りがとても有名になりました。鶴岡中心に庄内各地庄内地域一
体となり多様な記念事業がおこなわれました。先人に感謝し歴史を
見つめる機会になり、地域として発信でき、新しい発見もありまし
た。庄内の歴史を知り庄内の精神・価値を学び考えて次代につなげ
るよう活かし、持続可能な未来を創造出来ることを確信と期待をい
たしたいと思います。


